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北海道サイクルルート連携協議会アドバイザリー会議



案内看板・路面表示（矢羽根）仕様基準を運用した走行環
境整備（北海道開発局・北海道）

基幹ルートの案内サイン、路面表示矢羽根の標準仕様、地域ルートの案内
サインの標準仕様を作成し各ルートで運用し走行環境を整備。
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継続

▼標準仕様

案内看板（左：基幹ルート・地域ルート重複区間、右：地域ルート）矢羽根

自転車走行環境改善のための路肩の拡幅
（北海道開発局）

継続
稚内開発建設部管内において、路肩の狭い国道において、
路肩を拡幅し自転車が走りやすい環境を整備

▼整備事例（きた北海道ルート）

現状 整備後（将来像※）利尻富士

至

稚
内
市
街

至 網走市

稚内空港

事業箇所

出典：国土地理院ウェブサイト

宗谷岬
事業箇所

※写真加工によるイメージ

北海道開発HP
(https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/kn/dou_kei/splaat000000utuk.html)より抜粋

走行環境に関する主な取り組み①



走行環境整備状況の進捗整理（北海道開発局）

各ルートの整備進捗状況をアクションプランにて管理。引き続き実施。
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継続

道路排水桝部の改善検討（北海道開発局）

■切削オーバーレイによる設置状況

オーバーレイ設置前 設置・舗装の切削

令和６年度は知見の蓄積を目的にオロロンライン・サイクルルート、石狩
北部・増毛サイクルルートをフィールドとして試行。即効性・有効性が確
認できたため、今後、段差改善対策の一つのツールとして道路設計要領等
に位置付けることを検討。

継続

■段差の発生状況とその改良

改良前 舗装面とグレーチング
に2㎝の段差が存在

改良後

きた北海道ルート アクションプラン

令和８年２月２７日

きた北海道サイクルツーリズム連絡会議

令和８年度

活動

メニュー
令和7年度の整備

数量
（単年度）

令和7年度末まで
の整備数量

（累計）

令和8年度の整備
予定数量
（単年度）

令和8年度末ま
での整備予定数

量
（累計）

令和9年度以降
の整備予定数量

（累計）

630 設置数 123 364 119 483 612

(必要数) 整備率 20% 58% 19% 77% 97%

90 設置数 2 77 3 80 89

(必要数) 整備率 2% 86% 3% 89% 99%

16 設置数 0 16 0 16 16

(必要数) 整備率 0% 100% 0% 100% 100%

28 設置数 4 28 0 28 28

(必要数) 整備率 14% 100% 0% 100% 100%

14 設置数 0 14 0 14 14

(必要数) 整備率 0% 100% 0% 100% 100%

14 設置数 0 5 1 6 6

(必要数) 整備率 0% 36% 7% 43% 43%

取組推進予定取組実績

②
走
行
環
境
の
安
全
性
・
注
意
喚
起

国道×道道以上の交差点分岐後に10
ｍ間隔で路面表示（矢羽根）を2個以上
設置する

急カーブの手前では10ｍ間隔で路面
表示（矢羽根）を2個以上設置する

トンネルの手前に10ｍ間隔で矢羽根を
2個以上路面表示（矢羽根）を設置する

見通しの悪いトンネルの手前には、注
意喚起看板を合わせて設置する

路面表示（矢羽根）設
置
【主要交差点部】

路面表示（矢羽根）設
置
【急カーブ手前】

路面表示（矢羽根）設
置
【トンネル手前】

注意喚起看板設置
【トンネル手前】

整備・実施項目実施内容

①
ル
ー

ト
案
内

案内看板シール設置
【交差点部】

案内看板シール設置
【単路部、5km間隔】

※単路部は5km間隔で双方向に案内を設置。設置に
あたっては、道路附属物等の支柱への「案内看板シー
ル」を基本としつつ、適切な支柱が無い場合には「案
内用の路面表示」によりルート案内を設置する

ルートが右左折で分岐する交差点で
「予告」「分岐」「確認」の案内看板シー
ルを双方向に設置する

現状 取組推進 取組完了

きた北海道ルート アクションプラン一覧

１．走行環境

※赤太線囲みは、Ｒ７年度に整備が進んだ項目
※黒太線囲みは、100％の項目

R6年度までに整備済み
R7年度に整備実施
R8年度整備予定
R9年度以降整備予定
未定

・昨年度にルートが確定した区間もあり、案内看板設置につ
いては進捗が遅れている状況ではあるが、着実に整備を進
めている。
・交差点、急カーブおよびトンネル手前の矢羽根設置は過年
度より100％整備がされている状況。

【整備進捗率の推移】

ルート案内 注意喚起

＜凡例＞

0%

20%

40%

60%

80%

100%

交差点部 単路部 主要交差点 急カーブ手前 トンネル手前 トンネル手前

現地視察および意見交換会の実施
（北海道開発局）

2025年はきた北海道ルートでの現地視察会を開催。
ルート案内や路⾯表⽰等の⾛⾏環境、休憩施設等の受⼊環境、情報発信の
取組等について現地確認し、意⾒交換を実施。

継続

▼現地視察および意見交換会の様子

白い道

稚内フェリーターミナル稚内駅

意見交換会

走行環境に関する主な取り組み②



管理者同士の連携（北海道建設部）

過年度
取組内容

• 開発局や関係機関と連携した取り組みを実施
• 詳細は、各建設管理部において調整

現在
取組内容

• 開発局や関係機関と連携した取り組みを継続
• 詳細は各建設管理部において調整

今後の取組
検討状況 • 今後も継続予定

恵庭工区

石狩川流域圏ルート（札幌恵庭自転車道線）

北広島工区

きた北海道ルート（旭川市）

矢羽根型路面標示
北広島駅エスコン

市道北進通隣接

ルート名 取組内容
石狩川流域圏ルート 自転車歩行者専用道路の整備（札幌恵庭自転車道）
きた北海道ルート（旭川市） 矢羽根型路面表示の設置（旭川環状線ほか）

過年度
取組内容

• 市町村の自転車活用推進計画の策定の促進に向けた情報提
供や説明会を実施。

現在
取組内容

• 自転車ﾈｯﾄﾜｰｸ計画調整会議準備会を開催し、市町村の自転
車ﾈｯﾄﾜｰｸ計画の策定の促進に向けた情報提供を実施。

今後の取組
検討状況

• 自転車ﾈｯﾄﾜｰｸ計画調整会議を開催し、市町村の自転車ﾈｯﾄ
ﾜｰｸ計画の策定の促進に向けた情報提供を実施予定。

市町村への情報提供（北海道建設部）

走行環境整備支援（北海道建設部） 新規

継続 継続

第３期 北海道自転車利活用推進計画(次期推進計画)
（R8.3策定予定）

自転車ネットワーク計画調整会議準備会資料より抜粋（R7.10.27）

会議の写真

自転車ネットワーク計画調整会議準備会（R7.10.27）

走行環境に関する主な取り組み③
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知床半島一周サイクリングの試行
（ＳＢＷ支援センター）

鉄道と路線バスを活用したひがし北海道エコ
モビリティの推進（ＳＢＷ支援センター）

過年度
取組内容

• 空知シーニックバイウェイと連携した「サーモンライド」
の試行、釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイの連
携による知床半島一周サイクリングの参画

現在
取組内容

• インバウンドのサイクリストによる知床一周サイクリング
試行のため、シンガポールと香港からのサイクリストの招
聘をコディネート。また、尾岱沼のトドワラと尾岱沼漁港
の間で観光船を使った自転車の移動実験をサポートした。

今後の取組
検討状況

• ３年間の試行結果を整理し、今後のサイクルルート形成に
向けたルートの登録や体制整備についての検討に参加

過年度
取組内容

• 知床ねむろ北太平洋シーニックバイウェイが、釧路空港か
ら納沙布岬までの移動を、サイクリングやカヌー等人力に
よる移動と公共交通を組み合わせた、エコモビリティツ
アーの試行

現在
取組内容

• しまなみ海道の現地調査、アンケート調査を実施、有識者
との意見交換等の調整や質問紙の作成をサポート

今後の取組
検討状況

• 観光コンテンツ、旅行プラン造成や、JR根室駅からのレン
タサイクル事業の実施に向けた体整備の検討に参加

▼モニターツアーの様子（シンガポー
ルのサイクリングツアー会社を招聘）

▼観光船での自転車輪行の試行
（尾岱沼トドワラ→尾岱沼漁港）

JR釧網線▲

▼道の駅や大規模自動車道路休憩所
でのアンケート調査（しまなみ海道）

▲シーニックバイウェイ北海道アドバイザー
会議委員 羽鳥剛史氏と意見交換会
（松山市）

継続 継続

受入環境に関する主な取り組み①
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レンタサイクル事業
（ＳＢＷ支援センター）

JR駅や道の駅を拠点としたサイクリングの
周遊拠点整備（ＳＢＷ支援センター）

過年度
取組内容

• 札幌市でレンタサイクル事業を実施（個別貸し出しは休止
中で、主にサイクルイベントを中心に貸し出し）

• 電動アシスト、マウンテンバイクなど、オフロードバイク
のレンタルを実施

• 北広島市、豊頃町、鶴居村でレンタサイクル事業に協力
現在
取組内容 • イベントを中心としたレンタサイクル事業を中心に継続

今後の取組
検討状況 • 今後も継続を予定

過年度
取組内容

• 札幌駅北口、北広島駅、恵庭駅等をスタート地点として、
石狩川流域圏ルート等と連携したガイドサイクリング等
の拠点整備を実施。

現在
取組内容

• web等でのガイドサイクリングやATの広報
• ガイドサイクリングの実施

今後の取組
検討状況

• JR駅、道の駅等を拠点としたガイドサイクリング事業を
継続

継続 継続

▲石狩川流域圏ルート走行会でのレ
ンタサイクルの貸し出し

▲電動アシスト自転車のレンタルに
よる散走の実施（in 石狩市） ▲定山渓でのガイドサイクリング

（台湾からのご家族）
▲ 北広島市でのガイドサイクリング
（東京からの観光客３名)

受入環境に関する主な取り組み②



受入環境に関する主な取り組み③
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過年度
取組内容

• Ｈ１００形ラッピング車両によるサイクルトレインモニ
ターツアーの実施（ＪＲ釧網線・ＪＲ花咲線）。

現在
取組内容

• Ｈ１００形車両を使用し、一般の乗客との混乗によるサ
イクルトレインを実証運行（ＪＲ釧網線）。

今後の取組
検討状況

• サイクルトレインの実用化に向けた取組の検討。

▼サイクルトレインの様子

車内への積み込み状況

主催：[R4]ＪＲ釧網本線維持活性化実行委員会（事務局：釧路市）
  [R5～R6]北海道釧路総合振興局
  [R7] JR釧網本線維持活性化実行委員会（事務局：釧路市）

積み込み状況(車内)

国道や国が管理する河川を巡行するパトロールカーへ空気入れおよび
工具を搭載しサイクリストを支援。本年度から全10ルートに取組を拡
大。今後も継続予定。
▼サイクリスト応援カー（阿寒・摩周・釧路湿原ルートでの実施例）

セコマグループとの連携した取組
（北海道開発局）

継続

各ルートにおける休憩施設空白地帯とコンビニの位置関係について調査。
セイコーマートにサイクルラックを設置（令和７年度：187店舗設置）。

▼設置されたサイクルラック

鉄道やバス等の公共交通機関への自転車の持ち
込み（北海道総合政策部）

サイクリスト応援カー（北海道開発局）
継続 継続
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 安心なサイクリング・トレイル観光を推進する観点から、次のよ
うな取組を推進。
①工事現場のトイレをサイクリスト等に提供。
②工事現場事務所において、工具の貸出、休憩場所等を提供。
⇒R7年度は網走開建発注工事で試行的実施・検証。
⇒検証結果を踏まえ、関係者の協力を求めつつ、取組の充実・
拡大を図る。

 共創チーム（想定）：サイクルルート協議会（自治体、サイクリ
ング協会、網走開建、振興局、運輸支局）、道の駅、環境省、観
光協会、網走建設業協会、工事受注者

 ２１件※１の工事がプロジェクトに参加。広範囲でトイレを提供
 女性サイクリストから 「女性に優しい取組」 との評価
 プロジェクトHPのアクセス数は６８件/日（平均）
 参加工事の増や他の事業主体への展開等の充実・拡大の課題把握

新規

※１：７月末現在。現場事務所設置工事 75件 内、プロジェクト参加 21件 （参加率28％）

▼トイレ箇所

▼女性サイクリストから意見を聞き取り

▼管内２１箇所の 「道の駅」 にポスターを掲示

受入環境に関する主な取り組み④

サイクリング・トレイル観光推進プロジェクト
（北海道開発局）
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ガイドツアーの催行支援（北海道観光機構） その他地域観光団体との連携
（北海道観光機構）

継続 継続

過年度
取組内容

• R6年度観光庁補助「特別体験事業」にて、商品造成及び
情報発信を実施。利尻山一周＆クライムダウンヒルコー
ス、トカプチ４００と冬のタウシュベツ橋梁ファットバ
イクコースを造成。

今年度
取組内容

• サイクリングのみをフォーカスした取組は行っていない
が、今期実施事業のうちアドベンチャートラベル推進事
業で実施した。国内連携商品造成事業で南茅部～鹿部～
大沼コースの実踏、参加者は道内外ツアオペレーター１
０名。ATメディア招請事業で千歳神社～支笏湖コースの
実踏、参加者は欧米豪メディア５名。

• ATガイドPR事業にて、サイクリングガイドのPRを行っ
ている。

今後の取組
検討状況

• 海外プロモーションと情報発信

過年度
取組内容

• 地域が主体となり行うモニターツアー開催やイベント実
施等の取組に向けた支援を実施。

• ATの新たなサイクリングツアーの造成・販売

現在
取組内容

• 地域が主体となり行うモニターツアー開催やイベント実
施等の取組に向けた支援を実施

• ATの新たなサイクリングツアーの造成・販売

今後の取組
検討状況

・ 上記に加え、海外プロモーションと情報発信を検討

※伴走支援型観光地域力強化推進事業   
※広域観光周遊促進事業
※アドベンチャートラベル推進事業

▼アドベンチャートラベル推進事業 サイクリングコース実踏の様子

国内連携商品造成事業の一コマ メディア招請FAMツアー 千歳神社界隈 メディア招請FAMツアー支笏湖近郊

▼R６年度特別体験コース

情報発信に関する主な取り組み①
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海外プロモーションなどによる誘致
（ＳＢＷ支援センター）

WEBサイト等での情報発信
（サイクルルート北海道HP更新作業継続）
（ＳＢＷ支援センター）

過年度
取組内容

• シンガポールからの北海道へのサイクルツアー企画実施している
SCT（シャングリラ・サイクリング・ツアーズ）との意見交換を
継続し、共同ツアーの実施を検討した。

現在
取組内容

• ２０２５年は、「サーモンライド」「テッペンライド」をSCTの
旅行商品としても販売してもらい、５人のサイクリストがシンガ
ポール及び香港から参加した。

• 台湾のROHAS協会との連携に向けて宗谷・天塩川シーニックバ
イウェイと連携した現地調査と意見交換を行った。

今後の取組
検討状況

• SCTとの連携を継続するほか、他のシンガポール、台湾、欧米等
のサイクルツアー会社と連携を検討する。

過年度
取組内容

• サイクルート北海道において、各ルートの情報提供を実施、継続
• さっぽろサイクルラボでガイドサイクリングの情報提供

現在
取組内容

• サイクルルート北海道において、各ルートの情報提供を実施、継続
• サイクルルート北海道でフォトコンテストの情報提供を実施
• さっぽろサイクルラボでガイドサイクリングの情報提供

今後の取組
検討状況 • 今後も継続予定

継続 継続

▲ インバウンドツアー（サーモンライド） ▲台湾への現地調査と意見交換 ▲サイクルート北海道HP ▲さっぽろサイクルラボ（ピクニックライド）HP

情報発信に関する主な取り組み②



10

官民連携の推進【ＰＲイベントの実施】
（北海道総合政策部）

継続

過年度
取組内容

• ＰＲイベントにおいて、自転車試乗体験や自転車保
険相談コーナーなど、企業と連携した取組を実施。

現在
取組内容

• 自転車シミュレーター体験、E-BIKE試乗体験及び
ヘルメット着用啓発、ナショナルサイクルルートPR
など、企業や関係機関と連携した取組を実施。

実施日：R7.9.28（日）
会   場：道の駅おとふけ なつぞらのふる里

今後の取組
検討状況

• 次期北海道自転車利活用推進計画に基づき、安全・
安心の向上と日常利用の促進につながるPRイベント
を実施する予定

▼ＰＲイベントの様子

※自転車活用等促進事業（地域政策課）

E-BIKE試乗体験

トークショー

会場全体

自転車シミュレーター

官民連携の推進【自転車活用等促進事業の一環】
（北海道総合政策部）

過年度
取組内容

• 北海道自転車活用等推進連携会議の開催。
• 各ルート協議会や交通事業者等とのWEB意見交換会の開催。
• 保険事業者等の民間事業者と連携したチカホイベントの開催。
• 保険加入促進のコラボチラシの作成など、保険事業者等と連携した
取組の調整。

• 販売店舗やシェアサイクル事業者等と連携したヘルメット着用推進
の取組の調整。

• 市町村はもとより、道内企業や団体を対象とした「もっと、自転車
北海道。」サポーターの募集。

• ＧＣＦの実施に当たり、関係団体・企業等と連携した募集内容やサ
イクルオアシス整備箇所の検討。

• 新聞広告を活用した自転車通勤に係る自治体や民間企業の取組事例
の紹介。

現在
取組内容

• シェアサイクル事業者（ポロクル）と連携したシェアサイクル試乗
体験の実施

• 道庁１階道民ホールにおいて自転車利活用促進パネル展
今後の取組
検討状況

• 今後も継続して実施予定

継続

※自転車活用等促進事業（地域政策課）
▼イベント開催の様子

シェアサイクル試乗会

道庁ロビーパネル展

情報発信に関する主な取り組み③
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WEBサイト等での情報発信（北海道運輸局）

過年度
取組内容

• 観光庁事業「地域観光新発見事業」にて造成された
各サイクリングツアーについて、事業実施主体や連
携組織のサイトへの掲載を支援。

現在
取組内容

• 観光庁事業「地域観光魅力向上事業」にて造成され
た各サイクリングツアーについて、事業実施主体や
連携組織のサイトへの掲載を支援。

今後の取組
検討状況 • 観光庁の補助金事業を活用し、継続予定。

▼モニターツアーのプレスリリース

▼連携組織サイトへのツアー掲載
継続

情報発信に関する主な取り組み④
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サイクルパネル展の開催（北海道開発局）

５月の「自転車月間」に合わせて、サイクルルートの魅力と認知度の
向上を図るため、サイクルルートのゲートウェイ、休憩施設、道の駅、
公共施設などでパネル展を開催。
開催会場は、合計で３９日間で２９箇所実施し、延べ６７９回の開催。

新規

▼石狩あいろーど厚田 ▼北斗市観光交流センター別館 ほっくる

自転車利用環境向上会議への参加
（北海道開発局）

全国の自転車施策関係者や一般の方々に対して、管内の自転車利用環境
向上の取り組みや、サイクルツーリズムの取組みをＰＲ

継続

▼ポスターセッション ▼ポスターの展示

ベスト・サイクル・プロジェクト２０２５
（北海道開発局）

継続

北海道におけるサイクルツーリズム推進に向けて、他の模範となるサ
イクルルート協議会活動の積極的な創出や啓発・普及を目的とし実施。

各ルート協議会か
らプロジェクト・取

組の応募

■応募～表彰までの流れ

①１次審査
（書類・動画）

②最終審査
（プレゼン）

決定
表彰

フォトコンテンスト２０２５
（北海道開発局）

継続

サイクルート北海道フォトコンテスト2025開催。
▼フォトコンテストのリーフレット ▼Instagramでの情報発信

情報発信に関する主な取り組み⑤
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シーニックルートとの連携
（ＳＢＷ支援センター）

企業との連携（ＳＢＷ支援センター）

過年度
取組内容

• シーニックバイウェイ北海道の各ルートが関わってサイクル
ルート北海道の登録ルートで開催されるサイクルイベントに
ついて、共催での実施、モニターや有識者の推薦及び調整、
会議運営や情報提供等の形で連携、協力を実施している。

現在
取組内容

• ２０２５年９月空知シーニックバイウェイと連携した「サー
モンライド」（札幌・滝川・旭川）を試行し、その後、「Ｔ
ＥＰＰＥＮ－ＲＩＤＥ２０２２」と接続するツアーの試行を
行った。

今後の取組
検討状況

• ２０２６年度も「サーモンライド」の試行と「ＴＥＰＰＥＮ
－ＲＩＤＥ」との連携事業は継続を予定しているほか、各
ルートからの要請に応じて連携、協力する。

過年度
取組内容

• ㈱シマノ主催の、大学生を対象とした「ソーシャル×散走」企画コ
ンテストへの北海道内大学への参加案内と企画立案のサポートに
協力。現在まで、北海道科学大学、藤女子大学、函館大学、ポロ
クルスタッフの大学生チーム等が参加している。

現在
取組内容

• ㈱シマノ主催の、大学生を対象とした第８回 「ソーシャル×散
走」企画コンテストへの北海道内大学への参加案内と企画立案の
サポートに協力。北海道科学大学と藤女子大学のチームがファイ
ナルに残り、北海道科学大が『ソーシャル賞』を受賞した。

今後の取組
検討状況 • 次年度も継続して実施予定

継続 継続

▲美唄市
サーモンライド宮島沼・水鳥湿地センター

▲旭川市 テッペンライド出発式

▲旭川市 神居古潭 ▲旭川市 テッペンライドへコネクト

第8回ソーシャル×散走」企画コンテストの発表資料▼

▲藤女子大学の企画した散走の試走サポート

【北海道科学大学】

【藤女子大学】

連携強化①
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コンテンツ造成（北海道運輸局）

過年度
取組内容

• 観光庁の補助金事業「地域観光新発見事業」を活用し、各
地域における以下のサイクリングツアー造成を支援。

• 北見エリア：ワッカ原生花園（冬期は閉園）において、夏
期はサロマ湖での「夕焼けSUP」を組み合わせたサイクリ
ング、冬期は参加者限定でワッカ原生花園を開放し、季節
限定の絶景の中で行う「雪と氷のスノーサイクリング」

• 千歳・支笏湖エリア：支笏湖周辺での清掃等の美化活動を
組み合わせたファッ トバイク林道サイクリング、千歳発Ｅ
バイクサイクリング

• 知床・根室エリア：一次産業従事者（漁師・牧場経営者）
との交流や、該当する産業の食材を使用した食事を取り入
れたサイクリング

現在
取組内容

• 観光庁の補助金事業「地域観光魅力向上事業」を活用し、
各地域において以下のサイクリングツアー造成を支援。

• 大雪山国立公園をフィールドに、欧米豪をターゲットにし
た大雪山一周のサイクリングツアー、ハイキングとサイク
リング（ヒルクライム）のツアー。

• 豊富町が有する日本唯一の油温泉を核として、癒やしの体
験と大規模草地までのサイクリングを組み合わせたツアー。

• 寿都町の環境資源（風力発電、藻場再生のための施肥玉投
入、バイオマスボイラー導入の温泉）をサイクリングで巡
り環境にやさしいまちを体感するツアー。

今後の取組
検討状況 • 観光庁の補助金事業を活用し、継続予定。

▼イベント開催の様子

過年度
取組内容

• 北海道自転車活用等推進連携会議の開催。
• 各ルート協議会や交通事業者等とのWEB意見交換会の開催。
• 保険事業者等の民間事業者と連携したチカホイベントの開催。
• 保険加入促進のコラボチラシの作成など、保険事業者等と連
携した取組の調整。

• 販売店舗やシェアサイクル事業者等と連携したヘルメット着
用推進の取組の調整。

• 市町村はもとより、道内企業や団体を対象とした「もっと、
自転車北海道。」サポーターの募集。

• ＧＣＦの実施に当たり、関係団体・企業等と連携した募集内
容やサイクルオアシス整備箇所の検討。

• 新聞広告を活用した自転車通勤に係る自治体や民間企業の取
組事例の紹介。

現在
取組内容

• シェアサイクル事業者（ポロクル）と連携したシェアサイク
ル試乗体験の実施

• 道庁１階道民ホールにおいて自転車利活用促進パネル展
今後の取組
検討状況

• 今後も継続して実施予定

※自転車活用等促進事業（地域政策課）

シェアサイクル試乗会

道庁ロビーパネル展

官民連携の推進【自転車活用等促進事業の一環】
（北海道総合政策部）（再掲）

継続

▼大雪山国立公園エリアでのサイクリングの様子 ▼大規模草地までの
サイクリングの様子

継続

連携強化②
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国内外で行われているサイクリング利用者数の把握手法を収集・比較検討
し、利用者数を把握する手法の確立を目指すことを目的として、トカプチ
400では、道路に埋め込んだコイルセンサーにより、その上を通過する自
転車交通量をカウントを実施。

エコカウンターによる交通量の計測
（北海道開発局）

ハンドホールの設置 バッテリーと主要機器

2023年～2025年の月別サイクリスト数の推移
（帯広市方と大樹町方向の合算値）※単位：台

ベンチマーク計測のための調査検討
（北海道開発局）

＜調査中の数値＞
・自転車交通量 レンタサイクル貸出台数 自転車イベント参加者数

自転車交通量（CCTV）、レンタサイクル貸出台数、自転車イベント参加
者数のように、自転車交通量のほかに把握することが可能な数値データ
を取得し、とりまとめを実施。

15

継続

台

継続

▼サイクリスト台数（エコカウンター計測）

▼CCTVによる自転車交通量

各開発建設部より設置されているCCTVカメラの動画データより自転車交通量を計測。
帯広はエコカウンターの計測結果。算出方法は９月分の平日休日交通量を24ｈ平均値として算出。
縦：自転車交通量
横：平日・休日/CCTV箇所数/各開発建設部）

台/12h

対象外

▼延べサイクリスト台数（エコカウンター計測）

台

その他の取り組み（ベンチマーク計測）
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